
PREE工法とは、回転させる力によりモルタルを投射し、モ

ルタルの増厚を行うことができる工法で、従来のエアー吹付け

工法のように、圧縮空気を使用しません。今後需要が拡大する

ことが予想されるコンクリート構造物の補修・補強工事を中心

に適用することができます。

エアー吹付け工法の機械配置例

回転力により、材料ロス低減・低粉塵を実現するモルタル投射工法

発動発電機 モルタルミキサ モルタルポンプ ノズルコンプレッサ

PREE工法とは

PREE工
法では、

大型のコ

ンプレッサ

が不要と

なります。

・圧縮空気を用いないことから大型のコンプレッサが不要。

・ロス率が小さいことから、コスト削減に貢献する。

・粉塵量や騒音が小さくなることから近隣への影響を小さくすることができる。

PREE工法のメリット

PREE本体

（モルタル投射機）

モルタル供給

モルタル投射

商標登録：第5452546号、特許申請中

実施工現場への適用

・圧縮空気を用いないことから大型のコンプレッサが不要。

・ロス率が小さいことから、コスト削減に貢献する。

・粉塵量や騒音が小さくなることから近隣への影響を小さくすることができる。

PREE工法の実験状況

水路構造物への適用 橋梁下部工への適用

完成 完成

施工状況
施工状況

完成 完成
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PREE工法

強度

スポット性

従来工法との比較実験結果

PREE工法で

は、ダブル

配筋箇所で

の充填性が

良好である

ことを確認

しています。

圧縮・曲げ強度ともにエアー吹付け工法と同程度となった。

⇒特に、付着強度はPREE工法で大きな値となった。強度試験供試体採取状況

強度試験結果

スポット性試験後の吹付け形状 ダブル配筋箇所への充填状況

PREE工法

エアー吹付
け工法

PREE工法

エアー吹付
け工法

中心

側面 正面

吹付け後の形状

エアー吹付け工法

はね返り率

粉塵量

20.4

2.8

PREE工法は、エアー吹付け工法に

比べ40％程度小さくなった。

PREE工法は時間に関係なく、一定の

粉塵量となった。

⇒市街地などの施工では大規模な養生

を不要にできる。

PREE工法は、吹付け後の形状が回転軸直角方向が長辺となる長方形となった。

⇒鉄筋裏への充填性向上が期待できる。

「吹付けコンクリート（モルタル）のはね返り率試験方法（案）（JSCE-F 563-2005）」に準拠して、はね返り率を算出

はね返り率

はね返り率試験方法
はね返り率試験状況

天井面吹付け時の粉塵量を連続的に測定（吹付け対象区画はシートで囲み、密閉空間の中でデジタル粉塵計を用いて測定）
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天井面吹付け時の粉塵量

PREE工法は時間に関係なく、一定の

粉塵量となった。

⇒市街地などの施工では大規模な養生

を不要にできる。

天井面への吹付け状況


